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パーパス経営

おもいを、カタチに。みんなを、ゲンキに。 Ⓒ

ユーメディアグループのソーシャルアクション

主催 フカヌマビーチクリーン 後援 仙台市 協力 海岸公園センターハウス･ラジオ
メンバー 海辺の図書館 事務局 ･ユーメディア 広報･運営 ･荒浜のめぐみキッチン サポーター

深沼ビーチクリーン 荒町子まもりプロジェクト
主催 荒町商店街振興組合、荒町児童館、荒町市民センター
メンバー 荒町学区に関わるあらゆる機関や団体、商店、企業など 団体

ラウンドテーブル／荒町のミライチズを描こうプロジェクト
東北学院大学・荒町商店街振興組合・ユーメディアが立ち上げ、現在は東北学院大学の大学生 名が参加。
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おもいを、カタチに。みんなを、ゲンキに。 Ⓒ

ユーメディアグループのソーシャルアクション

年生ラジオ コラボインターン

フェムテックイベント「わたしをもっと愛そうフェス」

おもいを、カタチに。みんなを、ゲンキに。 Ⓒ

年生ラジオ
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おもいを、カタチに。みんなを、ゲンキに。 Ⓒ

採用
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地域包括ケアシステムにおける
これからの支え合い

仙台市健康福祉局保険高齢部地域包括ケア推進課

オタッシャ―
仙台市介護予防・認知症対策
イメージキャラクター

人生100年時代到来と
言われている中、どこで
どのように暮らしていき
たいですか？

１
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仙台市の100歳以上人口推移

11999900年年
1122人人

22002200年年
449988人人

出展：GraphToChart. 「グラフで見る仙台市の100歳以上人口は多い？少い？(推移グラフと比較)」. 
最終更新:2022-01-01. https://graphtochart.com/japan/sendai-shi-population-100-and-over-
total.php,(参照日時:2023-11-07)

２

日本人の健康寿命と平均寿命の推移

出典：令和５年版高齢社会白書

３

差12.07歳

差8.73歳

– 42 –



「仙台市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画（令和6（2024）年度～
令和8（2026）年度）」に基づく取り組みより抜粋

【施策５】地域の多様な主体が連携する支え合い体制づくりの取り組みの強化（抜粋）

○住民主体による訪問型生活支援活動団体立ち上げ支援等事業の実施
地域において訪問型生活支援の活動を行うボランティア団体等の新規立ち上げや活動の
継続性を支援することで、高齢者の社会参加による健康寿命の延伸や、介護保険等の公的
サービスのみによらない地域での支え合い体制の充実を図る。

○生活支援コーディネーターによる地域支え合い活動の充実
生活支援コーディネーターを各区・宮城総合支所管内と中学校区単位に重層的に配置し、
通いの場の拡充や関係者間のネットワーク構築など、地域支え合い活動の推進を図る。

○医療・介護連携の強化
地域ケア会議等の機会を通じて、医療・介護関係者の「顔の見える関係」づくりを進めると
ともに、情報共有の円滑化を図る。また、終末期等の意思表示に係る普及・啓発等を通じて、
地域住民が必要な医療・介護サービスを適切に選択できるように努める。

１．地域包括ケアシステムの充実強化に向けて

４

地域包括ケアシステムとは

引用：厚生労働省ホームページ

【定義】

重度の要介護状態になっても、住み慣れた地域で
自分らしい暮らしを人生の最後まで続けることがで
きるよう、住まい・医療・介護・予防・生活支援が地域の
中で一体的に提供される体制づくり。

住み慣れた
地域･･･

自分らしい
暮らし方･･･

５
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仮に介護が必要な状態になったら…

友人・隣人との
交流

支援や介護が必要になると
友人・隣人との関係は希薄になり、

支援を受ける一方向の人間関係に変化

これが住み慣れた地域で、自分らしい
暮らし方なのでしょうか

転倒、入院

元気な時

退院後

６

地域生活は専門職・サービスだけでは支えきれない

現状の課題

友人・隣人との交流

支援や介護が必要になると
友人・隣人との関係は希薄になり、
支援を受ける一方向の人間関係に変

化

専門職サービス
はあるけど・・・

これまでの地域との
つながりは疎遠に？

これから

友人・隣人との
“お互いさまの
助け合い”

一緒に運動

ご近所同士でお茶
会

お掃除のお手伝い
時には、

おかずをおすそ分け

一緒にお買いもの

“お互いさまの助け合い”の輪を広げていくことで、支援や介護が必要
になっても、地域社会の中から切り離されず、なじみの関係を継続で
きる。

出典：三菱ＵＦＪリサーチ＆コンサルティング、「新しい総合事業の移行戦略～
地域づくりに向けたロードマップ」、（地域支援事業の介護予防・日常生
活支援総合事業の市町村による円滑な実施に向けた調査研究事業）、

       平成27年度厚生労働省老人保健健康増進等事業をもとに仙台市が
一部改変し作成

ＮＰＯやボランティア
町内会など

７
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地域包括ケアシステムにおける生活支援体制整備事業の位置づけ

「生活支援体制整備事業」により充実等を図る

２．生活支援コーディネーターによる地域支え合い活動の充実

８

第2層生活支援コーディネーターの取り組み内容例①【発足当初】

①住民同士の支え合い活動団体の立ち上げ支援の例（向陽台地域包括支援センター）
• 第2層生活支援コーディネーターが日頃の地域活動や包括業務を通し、少子高齢化・核
家族化による個人と地域との繋がりの希薄化や、高齢世帯・一人暮らし世帯の孤立を地
域課題として捉えていた。一方、包括圏域会議内のグループワークにて、住民たちには
「安心してこの地域で暮らし続けたい」というニーズがあることも把握し、課題の解決と
住民のニーズに応えるため、住民同士の支え合い活動の立ち上げを計画した。

• まず、介護保険制度と地域づくりについての住民向け講演会を開催し、公的サービスだ
けではなく、地域のインフォーマルサービスも重要であることについて住民に示した。そ
の後、町内会長や地区社協会員などでコアメンバーを構成し、協議体の中で団体立ち上
げに向けた話し合いを重ねた。その他、2回目の住民向け講演会を開催し、既に活動し
ている他地域の支え合い活動団体の活動報告を行い、住民に対し支え合い意識の醸成
を図った。

• 地域住民・商店・各種団体に声掛け「ネットワーク会議」を開催し、地域住民である自分た
ちは何ができるか、住民主体の支え合いの仕組みづくりについて話し合い、支え合い活
動団体を立ち上げた。その後、会として住民説明会およびアンケートを実施し協力員を
募り、有償ボランティア団体として活動を開始するに至った。

• 団体は現在も、草取り、ゴミ出し、剪定、病院送迎などの支援活動を通じて仲間づくりや
健康づくりに取り組んでおり（※）、支援者本人たちの健康寿命の延伸や、支援される方
が介護サービスのみに頼らず生活できる地域づくりが進んでいる。 （H28年度～）

※仙台市の「住民主体による訪問型支え合いサービス事業」の要件を満たす団体としても活躍中 ９
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第2層生活支援コーディネーターの取り組み内容例②【コロナ禍】

②地域の担い手づくりから地域食堂の開催（沖野地域包括支援センター）
• 地域で開催されていた子ども食堂への関わりの中で、参加していた高齢者からの
「高齢者向けの集いの場があると良い」「お金を出して出前を取っても良いので、誰
か一緒に食事をしてほしい」といった声を受け、独居世帯・高齢世帯の増加、地域と
の関わりの希薄化から、高齢者の孤食への対応が必要と考え、地域食堂（高齢者対
象）の立ち上げと地域の居場所作りを計画した。

• 認知症カフェやサロン、民生委員の集会等で地域住民へ話を聞くと、「あったらいい
ね」「立ち上げてもらいたい」「ボランティアしたい」との声があったため、デイサービ
スに場所の提供を、区社協にボランティア研修の共催を打診。研修会の中で参加者
にアンケートを実施し、アンケートにて協力の
 意思があった方と町内会長で委員会を発足し、
 助成金の申請等を経て地域食堂の開催に至った。

• コロナ禍にスタートしたため、感染対策などに苦労
 することもあったが、現在も、食堂は継続中。
 食堂は、住民の活躍の場であるとともに、
 高齢者が地域とつながる交流の場となっている。

（R2年度～）
10

11

【フレイル予防アウトリーチ支援事業】

３．地域の多様な主体が連携する体制づくりに向けて
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12

【スローショッピング】※令和６年度はモデル事業です

①モデル事業実施

③拡大に向けた取組み

②効果分析

・実施内容についての効
 果を分析
・認知症の人や家族、認  
知症サポーター等の声
を収集

・まずは無理なく小さく立
ち上げ。
・基本理念を共有しながら
活動開始。

スローショッピングを
通じて、認知症が
あっても安心して自
身で買い物をする喜
びを感じることがで
きると同時に、地域
住民の間で認知症の
方に対する理解が広
がっていく社会へ・・・

令和7年度～

認知症への理解の深化
（古い認知症観から新しい

認知症観へ）

認知症の人が安心して買い物
ができる体制

・住民向け広報手段の検討
・他商業施設の事業導入
 へのアプローチ

等

令和6年度 関係者ワーキング等の実施
（市内商業施設・東北福祉大学・認知症の人と家族の会・地域包括支援センター

・認知症パートナー・認知症サポーター等・仙台市）

事業イメージ

高齢者のみの世帯の増加などにより、高齢者の支援ニー

ズの拡大や複雑化が見込まれる中、自身の希望や状態に

応じて、住み慣れた地域で自分らしく安心して暮らし続ける

ことができる環境を整えることが一層求められています。

仙台市は、地域の支え合いを深めるために、福祉分野に

限らない多様な主体との連携により、地域の特性や実情に

応じた見守りや支え合いの体制づくりに、引き続き取り組ん

でまいります。

★仙台市は、様々な分野で、多様な手法により、

民間企業等との連携に取り組んでいます！

仙台市ＨＰ：「民間企業等との連携」→→→
13

４．最後に
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第第 2222 回回  地地域域福福祉祉セセミミナナーー開開催催要要綱綱  

 

１１ 目目  的的  

仙台市では、平成 8 年に始まった小地域福祉ネットワーク活動を中心に、地域における人と人

とのつながりを基盤として、住民自らによって支えあいの取り組みが推進されてきました。しか

し、近年では、社会構造や価値観の変化などが進み、従来の協力・協働の仕組みだけでは、担い手

不足に直面し、活動の継続が困難となる状況も見られています。 

このような背景のもと、私たちが目指す「地域共生社会」の実現に向けては、福祉分野に留まら

ず、分野・領域を超えた地域づくりの担い手が出会い、協働していくことが求められています。そ

して、新たなつながりをつくるためには、私たちそれぞれが持つ地域への想いを共有し、これから

の支えあいの形を「みんな」で考えていくことが大切であると考えます。  

本セミナーでは、地域福祉活動に取り組むにあたって私たち自身が持つ想いを見つめ直すとと

もに、支えあいの輪をさらに広げ、重ね合わせていくための必要な視点について考えていきます。 

 

２２ 主主  催催   社会福祉法人仙台市社会福祉協議会 仙台市 

 

３３ 共共  催催   仙台市地域包括支援センター連絡協議会 

 

４４  後後援援((予予定定))  仙台市連合町内会長会、仙台市民生委員児童委員協議会、日本赤十字社宮城県支

部仙台市地区本部、仙台市共同募金委員会、仙台市老人福祉施設協議会、仙台市知

的障害者関係団体連絡協議会、（社福）仙台市手をつなぐ育成会、（社福）仙台市障

害者福祉協会、（特活）仙台市精神保健福祉団体連絡協議会、（特活）せんだい・み

やぎＮＰＯセンター、（社福）宮城県社会福祉協議会、（一社）宮城県社会福祉士

会、仙台商工会議所、（公社)仙台青年会議所 

  

５５  日日  時時   令和 6年 10 月 10 日(木) 13：15～15：45 

 

６６  テテーーママ      「みんなで考える 支えあいのこれから」 

 

７７ 会会  場場  【会場参加】仙台市福祉プラザ ２階ふれあいホール 

（仙台市青葉区五橋２丁目１２番２号） 

【オンライン参加】 各参加者の自宅や職場等（インターネット環境必須） 

 ※申込時に会場参加またはオンライン参加のどちらかを選択 

 

８８  参参加加対対象象  地区社協役員・福祉委員、民生委員児童委員、町内会関係者、地域包括支援セン 

ター職員、ＮＰＯ、企業、学校、その他関心のある方 

  

９９  参参加加費費    無 料 

 

1100  定定  員員      会場参加：250 名(先着順) 
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1111  内内  容容(予定) 

時 間 内 容 
12：30 受付開始 
13：15 １１  開開    会会  
13：25 ２２  基基調調講講演演『『地地域域福福祉祉のの持持続続可可能能性性をを高高めめるるににはは分分野野をを超超ええたた補補完完性性がが大大切切  

〜〜ここれれままででととここれれかかららはは違違うう！！時時代代にに即即ししたた進進化化がが不不可可欠欠〜〜』』  
地域福祉の重要性が益々高まる中で、一人ひとりが実感を伴ってその必要性を理解し、

自分事として考え、協力・協働を進めながら実践に移していくための視点を学びます。 
 

  講 師：特定非営利活動法人 都岐沙羅パートナーズセンター 
理事・事務局長 斎藤 主税 氏 
 

14：15 休憩 
14：25 ３３  パパネネルルデディィススカカッッシショョンン『『私私たたちちのの視視点点かからら見見るる支支ええああいいののここれれかからら』』  

  福祉分野に限らない連携による実践や、その活動を後押ししていくための仕組みづくり

に関する報告をもとに、今後私たちが目指していく支えあいの形について考えます。 
 
  パネリスト 

(1) 八木山地区社会福祉協議会       会長  大野 貴子 氏 
(2) 株式会社ユーメディア       取締役  今野 彩子 氏 
(3) 仙台市健康福祉局保険高齢部参事 

兼 地域包括ケア推進課    課長  庄子 希恵 氏 
 
 コーディネーター  

特定非営利活動法人 都岐沙羅パートナーズセンター 
理事・事務局長 斎藤 主税 氏  

 
15：45 ４４  閉閉    会会 

  

  

1122  申申込込方方法法  

 下記 Web フォーム、または、所定の申込書により令和 6年 10月 1 日（火）までにお申し込みくだ

さい。 

① 申込書により申し込まれる場合 

別紙チラシ裏面の申込書にご記入の上、E メール・FAX・郵送等により市社会福祉協議会事務局

までお送りください。定員の都合上、参加不可の場合のみお知らせします。 

 

② Web フォームにより申し込まれる場合 

下記 URL または QR コードよりアクセスしてください。 

 

URL：https://forms.gle/QJQEsrNWeDtCxHGA8 
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 【申込後について】 

 (1)オンライン参加用 ID 等について 

  オンライン参加の場合、ZOOM ID 及びパスワードをお送りします。 

 (2)資料について 

  会場参加される方には、当日会場にて資料をお渡しいたします。 

  オンラインにより参加される方は、資料データを下記の仙台市社会福祉協議会ホームページ 

  上に 10 月 7日(月)までに公開しますので、ダウンロードして必要に応じて印刷をお願いしま 

  す。（※仙台市社会福祉協議会で検索）http://www.shakyo-sendai.or.jp 

   

  【オンライン参加の場合の動画視聴方法等について】 

 (1)オンライン参加の場合、動画を視聴するにあたり、インターネットに接続したパソコン等の端  

 末が必要となりますのでご準備ください。 

 (2)動画は、ZOOM でライブ配信します。 

 (3)動画視聴のための ZOOMID 及びパスワードは、申込締切後に別途メールでご案内しますので、

申込書に、必ずメールアドレス、連絡先をご記入ください。 

 

1133  そそのの他他  

ご来場の際は公共の交通機関をご利用ください。自家用車の場合は近隣の有料駐車場をご利用

ください。  

 

 

1144  問問合合せせ・・申申込込みみ先先  

 社会福祉法人仙台市社会福祉協議会 地域福祉係 

 仙台市青葉区五橋 2-12-2 仙台市福祉プラザ 6Ｆ 

 電話：022-223-2026  FAX：022-262-1948 

 E メール：tiiki@shakyo-sendai.or.jp 

 HP :http://www.shakyo-sendai.or.jp 
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